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地域経済の活性化を目指し、社会貢献をしています。

産官学連携の推進で地域の活性化を　　　　関東学院大学　学長　　松井　和則

URL   h t t p : / / w w w . c l u s t e r . j p /

昨今、大学の機能として、教
育、研究、社会貢献の 3 点が挙
げられています。知を創造し、
知の継承者や知の新たな創造者
を育成し、知を広く応用せしめ、
新たな知の獲得につなげていく、
こういった役割を果たす社会的
組織を大学と定義するのでしょう。

大学は、国立、公立、私立の設置形態を問わず、公
的な性格の存在であることはいうまでもありません。
以前に文部科学省の方から聞いた表現では、実際の
政府の助成金の割合から、国立大学法人は 50％国立、
私立大学は 10％国立であるそうです。いずれの設置
形態にせよ、大学が、社会に対して責任を負っている
ことはいうまでもありません。

また地方国立大学法人の経済効果シミュレーショ
ンによりますと、弘前大学 406 億円、山口大学 667
億円、雇用創出数は弘前大学 6774 人、群馬大学
9114 人と見積もられていて、大学の存在自体が地域
貢献をしているともいえます。

国や神奈川県あるいは市などによって、地域の活

性化のための様ざまなセクター間の連携が進められて
います。私どもの最近の例では、地域と大学が連携し
たまちづくり「キャンパスタウン金沢」をめざして、
金沢区、横浜市立大、関東学院の３者間で連携協定を
結びました。

本学における研究成果の事業化への取り組みは比
較的古く、旧制工業専門学校の実習工場を、学校法人
関東学院事業部とし、それは関東化成工業株式会社と
いう表面処理技術の中堅企業へと発展いたしました。
ここで開発されたプラスチックへのめっきという先端
的技術は、自動車産業やエレクトロニクス産業に大き
く貢献しています。さらに関東学院大学と関東化成工
業株式会社とで株式会社関東学院大学表面工学研究所
を 2002 年 7 月に設立し、表面処理技術の開発を進
めています。

産業クラスター研究会は、地域のサラリーマンＯ
Ｂと中小企業経営者の有志が中心となって結成された
ものであり、地域の企業や行政との人脈をもって、コ
ーディネーション機能を果たされていると伺っていま
す。産官学の連携推進ならびにそれによる地域経済の
活性化に、産業クラスター研究会が貢献されることを
期待するものであります。

【歳時記】年の初めには、昔から縁起を担ぐことや、願い
事に対する日本の文化が沢山あります。
　年末から丹精こめて作られた「おせち料理」を家族揃
っていただきますが、辞典によるとおせちは ｢御節｣ と
書き、節日に神に供えた飲食物、御節供のことで、五穀
豊穣、子孫繁栄、福の招来などの願いが込められています。
そして定番は、黒豆（まめまめしく働けますように）、田
作り（材料のカタクチイワシを田畑の肥料に使ったこと
から、豊作を祈願したもの）、かずのこ（子孫繁栄を願う
もの）、昆布（喜ぶ）、伊達巻（大切な巻物に見立て、学
業が伸びるよう）、エビ（ヒゲが長く腰が曲がるまで長生
きすることを願うもの）、ニンジン、レンコン（｢ん｣ が
つく材料は ｢運｣ がつく縁起物）といった数々のおめで
たい材料を取り合わせたもので一年の安泰を願ったもの
です。そして、私が子供の頃、元日にお金を使うと一年
中お金が出るようになるので使ってはいけない、という

いましめも教えられました。
　こうした文化を通して、数々のことを教えられ、学び
ました。しかし、最近では元日から店が開いて、冷凍食
品を始め、調理された様々な食品が並び、家族の絆も、
物の有難さ、物を大切にする感覚が薄れ、先人の知恵や
文化がどんどん消えてしまいました。
　｢時代が変わった｣ とよく言われますが、結局、現代人
は非常に楽をすることを求め、何事も他人任せで、自分
の本当の ｢こころ｣ が入った生活をしていない、だから
責任と言う本質が判っていないのではないかと私は思え
てなりません。
　それ故、失敗しても他人事で一度頭を下げればそれで
終わり、責任の一端すら感じていません。
　また、凶悪犯罪の多いことからしても、日本人は今こそ、
先人の教え、伝統、文化の原点に立って、考え直すべき
ではないかと強く思う年の初めです。　　　（清）



 NPO 法人　産業クラスター研究会会報（3 号）　　　　　　　　　　20009 年 1 月 15 日　発行

３�２

年 の 初 め に あ た っ て
　 　 　 　 　 　 今 年 の 活 動 目 標 は ！

理事長　　古川　弘康
　未曾有の危機といわれる経済環境悪化の中にあっ
て、暦だけはは確実に新しい年を迎えました。今年の
活動に思いを巡らし、支援活動の意義と施策の難しさ
を改めて実感しています。
　当研究会の目的である「地域経済の活性化への貢献」
を適切、なお効果的に果たすべく、関係者とのコミュ
ニケーションを深め、今日の経済状況に幾らかでも役
立つ活動ができるよう努力していかなければと思いま
す。そのための指針を以下にまとめました。ご意見ご
希望をお寄せください。

【運営指針】
1 )  活動の対象地域
　当研究会は、横須賀で発足したこともあって、当初
は横浜市南部を含む三浦半島地域を活動範囲としてい
ましたが、これら地域は横浜経済圏に属していること
から、活動範囲を経済活動の実態に合わせて拡大し、
横浜経済圏をも対象にすることにして、より実効ある
ものとしたいと思います。
2 )  支援対象企業の拡大
　当研究会の活動は、中小企業、中でも製造業の活
性化支援に主眼を置いています。また、当初は支援対
象を会員企業に限っていましたが、現下の経済状況に
鑑み会員以外の企業も対象にすることにします。
　会員以外の企業を支援対象とする場合は、原則とし
て賛助会員になっていただきますが、難しい場合は、
別途に定める費用を負担していただきます。なお、横
浜協働事業の維持会員については、関係者と検討し早
急に結論を出したいと思います。
3 )  個人会員の増強
　会員外企業も支援対象に含めることになると、支援
役を担う個人会員の増強を図らなければなりません。
そこで人口が多い横浜市内はもちろん、他地域での募
集活動に努めるとともに、同様の活動を行っている
NPO との提携を図りたいと思います。
4 )  会員構成の特徴を発揮
　当研究会では、個人会員と法人会員で構成されてい
ますので、法人会員を通していち早く地域の経済動向
及び課題を把握でき、同時にこれらの課題解決に個人

会員の知識・経験・人脈を活用できることが特徴とな
っています。ところが、法人会員とのコミュニケーシ
ョンが不足のため、この特徴が充分には発揮されてい
ません。そこで早急にこの特徴が発揮できる運営を行
うようにします。
5 )  補助金事業への応募
　地域経済の活性化に係る活動に対しては、国・県を
はじめ各市及びいくつかの大手企業が補助金制度を設
けています。様々な難しさはありますが、これらに応
募・参加することにより、関係機関との新たな交流が
ひらける契機にもなりますし、認定されれば財政的に
も活動の活発化が図れるため、積極的に応募したいと
考えています。
6 )  業務委託の受託
　補助金事業には隘路があって認定を得るのは困難で
すが、行政からの業務委託は、当研究会が適当との評
価が得られれば受託は比較的容易のように思われま
す。従って今後は、関係行政機関に業務委託をお願い
するようにします。

【事業指針】
1 )  一般事業
　当研究会の活動目的である「地域経済活性化への貢
献」に最も効果が期待できるものとして中小企業の運
営支援を基本方針にかかげ、その時々の経済環境の変
化に応じ、かつ個別企業のニーズに応えた種々の事業
を展開してきました。経済環境が変わってもこの基本
方針は変わりませんが、個別事業はその時々に応じ柔
軟に対応します。
2 )  横浜関係事業
　平成 19 年 11 月から横浜市との協働事業の「京浜
工業地帯と地方の中小製造業補完関係構築支援」を始
めて、相応の実績ができました。ところが、米国のサ
ブプライムローンに起因する世界的な景気後退によっ
て、平成 20 年秋口から急速に経済環境が悪化しまし
た。そのため、緊急課題として「中小企業の皆さまの
仕事の確保」にシフトすることとし、当分の間はこの
課題達成に向けて注力することにしています。



  20009 年 1 月 15 日　発行　　　　　　　　　　NPO 法人　産業クラスター研究会会報（3 号 )

３�３

横浜市経済観光局長からのメッセージ

横浜市経済観光局長　塚原　良一

どによる経営基盤の強化のほか、バイオ・IT などの
新産業育成などを図っています。
　このような施策の一環として「経済の新たな担い手
創生事業」を平成 18 年度から実施しています。本事
業は、中小企業の抱える課題やニーズが多様化する中
で、産業支援型 NPO をはじめとする経済の新たな担
い手のノウハウ、アイデアを活用し、中小企業支援な
どの経済活性化事業を本市との協働により推進するこ
とで、中長期的な視野での横浜経済活性化を図ること
を目的としております。
　産業クラスター研究会は、本事業において「京浜工
業地帯と地方の中小製造業補完関係構築支援」をテー
マとして、市内中小製造業と他地域の中小製造業のニ
ーズとシーズのマッチングを図る仕組みを構築するた
め、自ら汗をかいて現場を走り回り、中小企業の課題・
ニーズを掘り起し、それに対して真摯に対応されてい
ます。まさに、民の力で行政では手の届かない個々の
中小企業の実情に応じたきめ細かいサービスを実践さ
れており、その活動は大変有意義かつ貴重なものです。
　今後も市内中小企業を取り巻く経営環境は厳しさが
続くことが予想されますが、このような活動を継続的
に実施していただき、市内はもちろんのこと、日本経
済の活性化を図る担い手として発展されることを心か
ら期待しております。

　あけまして　おめでとうご
ざいます。
　本年もみなさま一人ひとり
が健やかに充実した日々をす
ごされるよう、心からお祈り
申し上げます。
　昨秋のアメリカ証券業界大手リーマン・ブラザーズ
破綻に端を発した世界的な金融不安の高まりなどによ
り、世界経済は未曾有の危機に直面しています。この
ような状況の中、市内中小企業を取り巻く経営環境は
一段と厳しさを増しており、特に資金繰り面などで先
行きへの不安感が広がっています。
　そこで、本市では昨年 11 月に「横浜市緊急経済対
策本部」を設置し、現段階で考えられる対策を、「横
浜市緊急経済対策」として取りまとめました。
　その中には、即効性の高い中小企業への資金繰り支
援や相談業務の充実のほか、公共工事の前倒し発注な
ども盛り込んでいます。
　今後もこうした緊急支援をタイムリーかつ柔軟に行
っていくことが重要と考えていますが、併せて将来を
見据えた中長期的な視野に立った対策を講じていくこ
とも不可欠です。
　本市では、中小企業の足腰を強めるため、知的財産
の活用支援や横浜版 SBIR（行政課題解決型技術革新
事業）の推進などによる経営革新の促進、人材育成な

◆クラスターとは、ぶどうの房や羊の群れを意味します。米国の経済学者マイケル・ポーター氏が著書『経済戦略』
の中で異業種間のネットワークを構成している状況を意味するものとして『産業クラスター』という言葉を使ってい
ます。私たちは地域経済活性化への貢献を目指して、2003 年８月に産業クラスター研究会を設立しました。

「横浜経済の新たな担い手創生事業」
ライフデザインフェア 2008 に出展
団体勢揃い　
前列中央右がクラスター研究会の
鈴木副理事長
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部 会 活 動 紹 介

企 業 支 援 事 業 部 会

住宅リフォーム事業部会

横 浜 事 業 部 会

　住宅リフォーム「お目付役事業」は、埼玉で起きた
悪質業者による老女相手の住宅リフォーム詐欺事件が
きっかけとなって始めたものです。当会々員の建築士
が施主の委託を受けて “ 工事契約から検収 ” までを騙
されないようチェックするものです。
　この結果、高齢者が安心してリフォームに踏み切る
ことになれば、宣伝力の弱い地元（工事）業者の仕事
が増えて地域経済の活性化につながります。また、地
元業者の仕事が増えれば「掛かり付け大工」が復活し、
建物の維持管理も安心して行えることになります。
　しかし、残念ながら「お目付役事業」の知名度が極
めて低くい。そこで横須賀市との協働事業として、平
成 19 年は 2 ヶ所の福祉会館で相談会を行いました。
20 年は消費生活センターと一緒に 2 ヶ所のコミュニ
ティセンターでセミナーと相談会を開催しました。ま
た、今後は “YRP 事務所に直接お電話いただければ、
いつでもご相談に応じられる ” ことの PR に注力する
ことにしています。

海 外 関 連 事 業 部 会

　当部会の活動の全般は創刊号で紹介しましたが、本
号では、法人会員向け米海軍横須賀基地入札支援を紹
介します。
　在日米軍入札は、日本で実施するとはいえ米国政府
入札そのものですから、小額の特例以外は詳細な英文
契約を伴う電子入札であり、慣れるまでは英文読解と
文書作成など相当の時間と労力が必要です。このため
入札を躊躇するケースも多いのではないでしようか。
　当部会では、横須賀商工会議所と協力し、入札への
業者登録から入札・受注・完工・引渡しまで、実費程
度の費用で法人会員の皆様に通訳・文書翻訳等のお手
伝いをします。
　米軍調達ビジネスはとかく特殊で取組み難いものと
思われがちですが、特に昨今の不況の中では比較的景
気に左右され難いビジネスですので、まだ入札に参加
されていない法人会員の皆様も、当部会の支援を活用
して是非地の利を生かして入札に参加されることをお
勧めします。

　横浜市との協働事業による、中小製造業支援活動も
開始から 1 年が経過しました。活動を始めた直後から
景気後退が感じられたのですが、米国経済の悪化が表
面化するにつれ、昨年夏以降その影響が中小企業を直
撃しています。
　そうした中、金沢区福浦、鳥浜地区約 50 社を訪問し、
各社から多種多様な課題が提示されました。この課題
を企業の方々とともに解決すべく全力を挙げ活動をし
ています。幸いその効果が出つつあります。
　特許取得への支援、新規加工先とのマッチング、コ
スト低減への材料購入先探し、販路拡大支援、新加工
技術の調査、生産効率改善支援などがその一例です。
　昨年秋以降は戸塚区、栄区、港北区のご指導をいた
だき、大手企業のご理解の下で中小製造業へ更に一歩
踏み込むとともに幅広い地域への活動強化を図ってい
ます。
　本事業は、今こそ社会に貢献すべき活動であり、も
っと多くの企業の方々にこの活動を知っていただくと
ともに、活用ようしてもらえるよう会員一同更なる努
力を重ねています。

　企業支援事業部会の主な活動目的は、法人会員への
技術支援です。具体的には
１）中小法人会員企業への経営・技術改善支援
　① ISO 認証取得支援 ②特許・実用新案の先願調査
　と出願支援 ③経営計画・事業改善支援 ④社員教育
　の立案・実施など
２）新規協力会社の開拓
３）企業間の事業補完の支援
４）産・官・学の連携を目指した事業コーディネーシ
　ョン
　ISO・特許・社員教育などには、経験豊富な個人会
員が常時待機しており、いつでも法人会員の要望に応
える体制にあります。実績としては、特許調査10件余、
特許・実用新案出願支援数件、商標出願１件、ISO 認
証取得支援２件、社員教育２件、新規協力会社の開拓
１件です。
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【横浜市協働事業の活動事例】
　　　　　　＊＊＊＊＊ 株式会社オーバルさんからのメッセージ ＊＊＊＊＊

少量多品種の生産体制づくりへの道
株式会社オーバル
生産統括部　部門部長　　小椋　亨

　弊社株式会社オーバルは、「流量計及び関連機器、
システム専業メーカー」として、常にお客様にご満足
いただける独自の製品を提供し得る企業としての自負
と理想を高く掲げ、努力を続けております流量計測の
専門メーカーです。今回、産業クラスター研究会様の
サポートをいただいた横浜事業所は、流量計の設計・
開発と製造を一手に手掛けている主力事業所です。
　流量計の製造は受注に際し、お客様と製品の機能・
仕様を詰めながら設計を行う受注生産型であり、製品
仕様が一品一様なためリードタイムの長期化や在庫増
加に陥り易い物です。
　昨今の海外メーカーの低価格化及び多様化への流れ
は加速化を増し、生産性の向上は追求しなければなら
ない永遠の改革テーマーです。
　当事業所では 5 年ほど前から「新生産システム構築」
をテーマーに、弊社独自に試行錯誤しながら生産性の
効率化（リードタイム短縮、在庫の削減など）の活動
を展開し、在庫金額の半減など、ある程度の成果を出
してきました。しかし、この 1、2 年はその成果が停
滞気味であり、次の一歩が踏み出せない状況にありま
した。
　そんな折り、以前から新技術、ISO 認証など多方面

でアドバスをいただいておりました産業クラスター研
究会様に「生産の効率化再構築」について相談したと
ころ、「是非一緒にやってみましょう」とのお言葉を
いただき、弊社の課題である「少量多品種の生産体制
づくり」を再構築していくことになりました。
　改善活動は、数回のヒヤリング・現場観察とアンケ
ートにはじまり、大きな問題点として「リーダーの認
識」と「工程がはっきり見えない」点をご指摘いただ
きました。これらを中心に合同改善ミーティングを週
2 回のペースで実施していただきました。中でも印象
的だったのは鈴木副理事長様から、平

ひら

櫛
ぐし

田
でん

中
ちゅう

の書にあ
る「いまやらねばいつできる。わしがやらねばだれが
やる」のご紹介をいただき、管理職自らが直ぐに行動
することの必要性と重要性を再認識させられました。
　現在は、その対応を含め初心に戻り再構築している
段階です。このように約 2 ヶ月間にわたりコンサル
ティングを実施していただきましたが、産業クラスタ
ー研究会の皆様は “ ものづくり ” のご経験が非常に豊
富であり、我々にとって大変貴重なアドバイスとご指
導をいただきました。社内だけでの活動では見えなか
った問題点が浮き彫りになったことは、今後の改善活
動のスタートとして大きな一歩であったと思います。
　現場力・人間力を強化し、環境変化に柔軟に対応可
能な強い現場をつくるためには、まさに流量計製造メ
ーカーとして、「流れる工程」を目指し、世界に通用
する高効率工場化にチャレンジしていく所存です。最
後に、生産の効率化再構築スタートにあたり、数々の
ご指導とアドバイスをいただきました産業クラスター
研究会の皆様に厚くお礼を申し上げます。弊社の改善
活動に終わりはございませんので、今後とも是非ご指
導賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

改善のミーティング

 

平櫛　田中（ひらぐし　でんちゅう）　明治５年岡山県井原市西江原町で出生、明治・大正・昭和にかけて活躍
した彫刻家である。明治 40 年日本彫刻会を結成し、近代日本彫刻への第一歩を踏み出し、昭和 54 年 108 歳で没する
まで、我が国彫刻界に目覚しい足跡を残している。岡倉天心の指導を受け、東京芸大教授～同大名誉教授を歴任。昭
和 37 年文化勲章受賞、井原市名誉市民、東京小平市名誉市民となる。
井原市立田中館、東京芸大付属芸術資料館に大半の作品が展示。
代表作は 20 年間を費やして完成した ｢鏡獅子｣ 木彫彩色による大作がある。
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法 人 会 員 紹 介

　当社は、篠崎組として初代社長篠崎一 ( しのざきは
じめ ) が、昭和 34 年 9 月友人とともに土木関係作業
を主体に事業を始めました。
　当初は社員に賃金を支払うことができないくらい資
金的には苦労をしていたようで、いきつけの飲み屋の
ママからお金を借りて給料を支払ったこともあったと
聞いています。
　日産自動車との取引は、バンテック（当時の横浜輸
送）を介して、工場の切粉の回収作業からスタートし、
鋳物工場での廃砂処理清掃、鍛造工場でのプレス機械
の油汚れ清掃、グリース給油などの清掃作業を主に取
引を開始し拡大してまいりました。
　折しも、時代は朝鮮戦争による特需で、日本の戦後
復興期の波に乗り、弊社も作業を処理しきれないくら
いでした。社員も最高で 180 名を超え、体力を使い
持久力を必要とした作業が主力で、土・日曜日の、工
場の休日に作業を行うというやりかたでした。
　昭和 60 年頃より、業務拡張と設備の点検整備を実
施するために、客先より技術力のある人材を採用し、
自動車の大型プレスの解体・移設・設置作業を直接受
注するようになりました。これにより日産自動車の世
界戦略の一端を担うことができ、メーカーの独壇場で

あった技術力を蓄積し、当社の会社名とともに存在価
値を客先及び業界関係者に知らしめるところとなりま
した。
　ところが昭和 62 年、自動車業界の不況により、作
業量は激減、160 名いた社員を 80 名に整理するとい
う、弊社にとっては初めての苦しみを味わいました。
こうしたことを踏まえて、堅実な会社運営を図るため
に、試行錯誤をしながら会社を再構築して、我が社の
業態もようやく安定してきたころ、日本経済は上昇気
流に乗って多くの日本企業が海外展開し業績を挙げて
いました。そこで、将来を見据えた事業には海外展開
は必要だと判断し、当社でもタイ国にある現地法人と
提携、駐在員を派遣して営業活動を開始しました。
　海外展開をする過程では、プレス技術が主体でした
が、工業炉の技術を持った人材を採用して、日系企業
を対象に、受注拡大を図りました。
　現在も海外駐在員は自ら作業を行うとともに、現地
法人の社員指導等を行っております。現地社員も徐々
に技術力を体得してきており、今後の活躍が楽しみで
す。
　弊社の経営理念である「全員一致の協力」、「誠心誠
意の努力」、「一般社会への奉仕」を全社員が常に念頭
において、工場設備の点検整備、修理、移設、改善、
改造を主業務として、お客様の良きパートナーとなり
信頼されるマシナリーサービス企業としての存在価値
を高めていくべく努力をしています。

太南工業株式会社

〒 237-0061
横須賀市夏島町 2873 番地 13  ☎ 046-885-9964
URL www.tainan.co.jp/
社長　佐藤　義二

本
社
工
場
全
景

◉新入会員紹介：個人会員　中澤　健・・・日揮 OB
　　　　　　　　法人会員　日立プラント建設サービス（株）
◉平成 20 年 12 月１日に、今年度第３回理事会と第２回会員集会及び懇親会が、横須賀産業交流プラザ
で開催されました（個人・法人会員 25 名参加）。

❖❖❖❖事務局からのお知らせ❖❖❖❖
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人人人人人　　　　　　　　　　　　理 事　赤羽　孝之さん

　　キーワードは
　　　“有言実行 ”と “ バランス感覚 ”

　信念は？と、うかがうと即座に表題の答えが返って
きました。当たり前のようで難しいことです。その難
しいことを赤羽さんは、いつも目標にしています。会
議のときなど、まず、人の意見をじっくりと聞き、出
尽くした頃とどめを刺すように核心をついた言葉が飛
び出る。ご本人は意識していないでしょうが、いつも
渦中からは一歩引いているようで、結構渦中の栗を拾
っていたのでした。チームにとっては頼りがいのある
兄貴です。サラリーマン時代の大半を海外勤務で過ご
したことが、一見おとなしいが芯が強く、独立心旺盛
な性格に磨きがかかったということでしょうか。
　赤羽さんが多感な幼年期を過ごした信州臼田町は、
八ヶ岳、蓼科連峰を望む佐久平の中央に位置し、千曲
川の清流が流れる豊かな自然に恵まれた素朴な町で
す。町民憲章に「平和と自由を愛し、広く世界に目を
向け正義の町をつくりましょう」とあります。ローカ
ルからグローバルへ。おとなしい生真面目な孝之青年
の背中を押したのは、「子供には何をさて置いても教
育を！」という信州特有の気風でした。迷わず電気工
学を専攻した青年は、高度成長期にあって日本の代表

設立５周年記念講演会開催

　当研究会は、平成 21 年 1 月 14 日に法人設立 5 周年を迎えます。
　これを記念して下記のように「地域経済の活性化に向けて」というタイトルで講演会を
開催致します。その後引続いて懇親会も開催致しますので、皆様のご参加をお待ちしてい
ます。
　　　　　　　　日　時：平成 21 年 2 月 2 日（月）　午後 4 時～ 5 時 45 分
　　　　　　　　場　所：横須賀セントラルホテル 4 階会場
　　　　【講　演】　　　地域経済活性化への提言
　　　　　　　　　　　　湘南信用金庫会長　　　服部真司 氏
　　　　　　　　　　　神奈川県の緊急経済対策
　　　　　　　　　　　　県商工労働部副部長　　菅沼敏文 氏
　　　　　　　　　　　・参加費無料

　主催　NPO 法人 産業クラスター研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援　神奈川県／横須賀市
　　　　【懇親会】　　　講演会終了後、午後６時から隣室で開催致します。
　　　　　　　　　　　・参加費：６千円         　　　※お問い合わせは事務局まで（巻末）

的企業、大手総合電気メーカーに職を得、世界に向け
て歩き出します。
　技術屋特有の「出しゃばらず、妥協せず」で、ご多
分に漏れずのコツコツ型猛烈社員となってひたすら、
会社に忠誠を尽くしていた 20 代でした。そしてまた、
技術屋として世界に通用する資質を培った時期でもあ
りました。
　30 代に入って間もなく突然アメリカ転勤を命じら
れ、それまでのコツコツ型の生活が一変しました。仕
事オンリーの世界から、何もかも自分でマネージメン
トしなくてはならないオールマイティの世界に一人放
り出されのでした。「英会話の ABC もままならない専
門馬鹿が、ビジネスに、プライベートにと片言英語で
オロオロしながら飛び回る毎日でした。とにかく鍛え
られました」と。
　「今は、少子化で親が子供に手をかけ過ぎ、子供達
の自立心が育たないし、チャレンジ精神の欠如が目立
つ。企業で海外転勤を打診すると、30％近くが断る
とか、残念です」と、かつてのおとなしい少年の、チ
ョッピリ辛口の弁。
　趣味は、晴天はテニス、雨天のときには奥様の伴奏
でフルートを奏でられるという、家庭にあっても見事
なバランス。　（卯）
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イキヌキ　イキガイ　　　　　　　佐々木　興吉さん

「山歩き」◆　◆　◆

❖ささやき❖

台湾の山々
　「後ろを振りかえると遠く黎明の西の空を背景に玉
山の見事な影絵が写っている。影富士ならぬ影玉山だ。
ここは玉山の頂上直下、もうほんの 10 数メ－トルで
3,952m の玉山頂上である。立ち止まる盧

る

董
とう

事
じ

長
ちょう

（会
長）に「日本では影富士が有名、写真では見ることが
できても直接見るチャンスは少ないですよ。今朝は影
玉山が見られ幸運」と話しかける。影玉山は一緒に登
ってきた私達一行へのプレゼントといった感じ。皆　
思い思いにシャッタ－をきる。」
　台湾赴任中に登った玉山々行記録の書き出しであ
る。意外と知られていないが、台湾は南北東海岸沿い
に 3,000m 級の立派な山々が連なる。書店には山の雑
誌がけっこう並んでいて山登りも盛んである。日本と
同じで中高年の山登りが多いというところも気に入っ
た。ある日、会社の皆さんと一杯飲んでいる時、山登
りの話しになった。聞けば会社の山岳部は休眠状態。
ハイキングがてらに台北近辺の大

たー

屯
とん

山 (1,092m）、七
ちぃ

星
せい

山（1,120m）には週末にしばしば一人で登ってい
たので、話しは盛り上がり玉山に行こうということ
になった。

山行記録最後の章
　「全員元気に山頂到着、5 時 50 分。ご来光には少
し間に合わなかったが周囲の山々を下に見て気分爽
快。山頂は 100 坪程の岩場、視界は 360 度良好。そ
れほど寒くない。「玉山主峰　標高 3952 公尺」のこ
じんまりした自然石が眩しい。昨日より辿ってきた
西には玉山西峰、　玉山前峰、そしてその向こうの阿
里山の山々が眼下にパノラマとなってハッキリ見え
だした。北東には写真で見る表側の尾根筋も見える。

頂上では 50 人程が所狭しに写真を取り合っている。
“ 玉山主峰 ’’ と刻まれた自然石の標識を囲んでの撮影
は順番待ちの状態。われわれも社の山岳部の旗を手
に、標識を囲み写真を取り終え下山の途についたの
は 6 時 30 分であった。
　台湾の山々との出会い、台湾の皆さんとの出会い
は私の貴重な財産となった。

後列右　筆者

あけまして　おめでとうございます。
底の見えない経済危機で明けた２００９年、毎日が

暗いニュースばかりです。茅ヶ崎海岸にテントを張るホー
ムレスのチョッピリ明るい話題を。
　茅ヶ崎の湘南海岸にテントを張る４人のホームレスが、
最近共同生活を始めました。
　一人が近くの空き地に（畑地でないことを知りつつ）
トマトやピーマン、ほうれん草を作り、釣りの得意なも
う一人は魚を獲る。別の一人が空き缶を集めてくると、
総出でそれを潰して、もう一人が３キロ先の集積所に持っ
て行き、現金に換えてくる。それぞれの事情は、誰も詮
索しようとはしない。
　裏切られ続けてきた彼らが他人に心を開くことは、ま
ず、ありませんでした。財布の紐を解いての共同生活です。

「一人より心強いからね」という言葉が印象的でした。（卯）


